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Interactive effects of cell therapy and 
rehabilitation realize the full potential of 
neurogenesis in brain injury model 
（細胞治療とリハビリテーションの相加効果は 
脳損傷モデルマウスにおいて神経新生を促進する） 
Neuroscience Letters, 2013, in press. 
 
保健学専攻生体環境適応科学 
（主指導教員：弓削  類 教授） 
保健学専攻成人健康学 
（副指導教員：片岡  健 教授） 
保健学専攻健康開発科学 




















群)，運動のみを行う群 (ex 群)，細胞移植後に運動を行う群 (trans+ex 群)，治療を実施
しない群 (cont 群)，頭部切開のみの群 (sham 群) の 5 群とした。運動機能評価には，
rotarod testおよび beam walking testを用いた。組織学的評価として，神経分化マーカ
ーのMAP2およびアストロサイト分化マーカーの GFAPで免疫染色を行い，移植細胞の
動態を評価した。また，運動機能回復過程における脳損傷領域での遺伝子発現変化を解
析するため，損傷後 11，15，35 日に脳を摘出した。摘出後，損傷領域より mRNA を抽
出し real-time PCR 法を用いて，脳由来神経栄養因子 (brain-derived neurotrophic 
factor : BDNF)や成長関連タンパク質 (growth associated protein-43 : GAP43)の発現を





る BDNFや GAP43は，回復初期過程において trans＋ex 群で最も強い発現を示した。











考えられる。損傷領域における BDNFや GAP43の発現は，回復初期に GAP43は，trans
＋ex 群で最も強かった。GAP43は，傷害後の再生ニューロンに強く発現し，損傷後の可
塑性に影響することが報告されている。また，BDNFは神経損傷時に発現し，GAP43発
現を誘導することも報告されていることから，細胞移植後の運動介入により生じる運動
機能回復は，BDNF-GAP43経路を介した，移植細胞も含めた神経回路の再編成による可
能性が考えられる。 
【結語】細胞移植とリハビリテーションの併用により行動学的および電気生理学的改善を
促進することが示された。その効果は神経再生関連因子によって生じる可能性が示され
た。 
